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■第2四半期決算の概要
■今後の施策
■通期の見通し

2012年11月2日

代表取締役社長 北井 暁夫



このプレゼンテーション資料で述べられている当社の将来に関する見通しは、

現時点で知りうる情報をもとに作成されたものです。

あくまでも現時点での将来予想であり、リスクや不確定要素を含んでいることか

ら、実際の業績は大きく異なる結果となることがあります。

それらのリスクや不確定要素の主なものは、以下のとおりです。

資料取り扱い上の注意

・主要市場（日本、アジア等）の経済状況、消費動向

・エレクトロニクス産業の業界動向・技術トレンド等の変化

・当社の主要製品市場における需給の急激な変動

・ドル等外国通貨の対円為替相場の大幅な変動



第２四半期決算短信の概要第２四半期決算短信の概要
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２０１３年３月期第２四半期決算のポイント

第２四半期の概要

娯楽機器関連の好調により、前年同期比で娯楽機器関連の好調により、前年同期比で

増収増益。ただし、産業機器関連は欧州・中国の増収増益。ただし、産業機器関連は欧州・中国の

景気減速の影響を受け苦戦。景気減速の影響を受け苦戦。

●●娯楽機器関連が好調に推移し、前年同期比で娯楽機器関連が好調に推移し、前年同期比で
大幅な増収増益。大幅な増収増益。

●車載関連は堅調に推移し、前年同期比で増収増益。●車載関連は堅調に推移し、前年同期比で増収増益。

●産業機器関連は新興国の所要減により低調に推移。●産業機器関連は新興国の所要減により低調に推移。
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第２四半期決算の概要

●期初予想との比較

2013年3月期

第2四半期期初予想

2013年3月期

第2四半期

増減率

売上高 78,000 85,692 9.9％

営業利益 1,800 2,586 43.7％

経常利益 1,800 2,547 41.5％

第２四半期純利益 1,100 1,576 43.3％

１株当たり四半期純利益 44円60銭 64円32銭 44.2％

（百万円）

第２四半期の概要
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第２四半期決算の概要

●前年度との比較

2012年3月期

第2四半期

2013年3月期

第2四半期

増減率

売上高 59,871 85,692 43.1％

売上総利益 4,978 6,491 30.4％

（売上総利益率） (8.3％) (7.6％)

販管費 3,896 3,905 0.2％

営業利益 1,081 2,586 139.1％

経常利益 1,154 2,547 120.7％

第２四半期純利益 663 1,576 137.6％

１株当たり四半期純利益 26円81銭 64円32銭 139.9％

（百万円）

第２四半期の概要
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売上高推移

（百万円）
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第2四半期の概要

品種別売上高 前年同期比較
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品種別売上高構成

半導体素子
8.8％

電子機器
2.0％

その他電子部品
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電子管
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回路部品
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27.9％

集積回路
37,8％

回路部品
13.1％

電子管
3.4％

その他
電子部品

16.0%

電子機器
4.5％

アッセンブリ
11.9% アッセンブリ

30.4％

半導体素子
13,3％

85,692

百万円
59,871

百万円

第２四半期の概要

【2012年3月期第2四半期】 【2013年3月期第2四半期】
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売上総利益／売上総利益率／販管費
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第２四半期の概要
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営業利益／売上高営業利益率
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2012年3月期

第2四半期

2013年3月期

第2四半期

増減額

営業利益 1,081 2,586 139.1％

営業外損益 74 △38 △151.4％

経常利益 1,154 2,547 120.7％

特別利益 0 11 －

特別損失 47 109 130.1％

内、投資有価証券評価損 35 70 100.0％

投資有価証券売却損 0 12 －

税金等調整前四半期純利益 1,107 2,449 121.3％

法人税等 412 859 108.0％

少数株主利益 30 14 △53.4％

四半期純利益 663 1,576 137.6％

（百万円）

営業外損益・特別損益等の主な増減要因（増減分析）

第２四半期の概要
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要約貸借対照表１

（百万円）

2012年3月期

期末

2013年3月期

第2四半期

増減額

資産合計 82,237 88,231 7.3％

流動資産 76,128 82,455 8.3％

内、現金及び預金 17,710 16,507 △6.8％

受取手形及び売掛金 35,081 46,111 31.4％

たな卸資産 15,103 11,875 △21.3％

固定資産 6,109 5,775 △5.5％

内、投資有価証券 2,249 1,917 △14.8％

繰延税金資産 391 454 16.2％

第２四半期の概要
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要約貸借対照表２

（百万円）2012年3月期

期末

2013年3月期

第2四半期

増減額

負債合計 33,862 39,124 15.5％

流動負債 29,447 34,802 18.2％

内、支払手形及び買掛金 25,961 30,515 14.9％

短期借入金 1,310 1,317 0.6％

固定負債 4,414 4,322 △2.1％

長期借入金 3,000 3,000 0.0％

純資産合計 48,375 49,106 1.5％

内、資本金及び資本剰余金 19,102 19,102 0.0％

利益剰余金 30,727 31,936 3.9％

自己資本比率 58.3％ 55.2％

第２四半期の概要
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キャッシュ・フロー

2012年3月期

第2四半期

2013年3月期

第2四半期

増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,786 △655 △3,441

投資活動によるキャッシュ・フロー △139 △43 95

財務活動によるキャッシュ・フロー 801 △369 △1,170

現金及び現金同等物の期末残高 13,871 16,507 2,636

（百万円）

第２四半期の概要



15

今後の施策今後の施策
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今後の施策

１１

娯楽機器事業の現状と見通し娯楽機器事業の現状と見通し娯楽機器事業の現状と見通し

ルネサスエレクトロニクスのビジネス状況についてルネサスエレクトロニクスのビジネス状況についてルネサスエレクトロニクスのビジネス状況について

今後の施策

２２

３３

アッセンブリビジネスの取組についてアッセンブリビジネスの取組についてアッセンブリビジネスの取組について
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１.ルネサスエレクトロニクスのビジネス状況について②

今後の施策

成長する「スマート社会」分野への積極拡販

＜あらゆる機器・設備がネットワークで接続・制御される＞

ターゲット分野ターゲット分野

自動車自動車 産業機器産業機器

通信機器通信機器 健康・医療機器健康・医療機器

全て当社が従来より全て当社が従来より

得意とする分野得意とする分野
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①自社の品質管理部隊を設置
②部材の集中購買によるコスト対応力
③国内外に多数の協力工場を確保

【 上半期の取組結果】

今後の施策

2. アッセンブリビジネスの取組について①2. アッセンブリビジネスの取組について①

2012年4月より、新体制がスタート

販売促進部門集中購買部門 国内/海外協力工場

当社の強み

産業機器関連、電装関連顧客を中心に産業機器関連、電装関連顧客を中心に

新規の引き合い多数。新規の引き合い多数。
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【 東南アジア地区の取組】

今後の施策

2. アッセンブリビジネスの取組について②2. アッセンブリビジネスの取組について②

下記業種の案件が進行中。
フィリピン、マレーシア、
タイの協力工場を検討。

【対象顧客業種】

遊戯機器

自動車電装

産業機器

通信機器
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【 売上推移見込】

今後の施策

2. アッセンブリビジネスの取組について③2. アッセンブリビジネスの取組について③
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＜パチンコ店舗数・店舗あたりの設置台数推移＞
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3．娯楽機器事業の見通し①3．娯楽機器事業の見通し①

出典：矢野経済研究所今後の施策

設置台数

◆店舗数は年々減少傾向
◆合計設置台数は過去数年間で横ばい

新規店舗の大型化、旧来小型店の市場淘汰が進む

店舗数
(万台）
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＜パチンコ台メーカー別販売シェア＞
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＜パチンコ機販売台数と京楽産業の市場シェア＞

出典：矢野経済研究所
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期間：年度の各社決算期を基準とする期間：年度の各社決算期を基準とする

3．娯楽機器事業の見通し③3．娯楽機器事業の見通し③

（％）

2011年度は年間でシェアNO.1を獲得。



25

【 当社の２０１２年度見通し】

今後の施策

3．娯楽機器事業の見通し④3．娯楽機器事業の見通し④

◆上期実績：前年同期比で大幅な増収増益を達成
・新機種の売上げ好調
・新機種への新規部材採用

上期の好調により、通期実績は年度計画を上回る見通し。
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20132013年年33月期の見通し月期の見通し
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2013年3月期

第2四半期実績

2013年3月期

下期見通し

2013年3月期

通期見通し

売上高 85,692 56,308 142,000

営業利益 2,586 714 3,300

経常利益 2,547 753 3,300

当期純利益 1,576 424 2,000

通期業績見通し

（百万円）

2013年3月期の見通し
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2012年3月期

実績

2013年3月期

（予想）

第２四半期 １５円００銭 １５円００銭

期末 １５円００銭 １５円００銭（予定）

年間 ３０円００銭 ３０円００銭（予定）

●●１株当たり配当金

2013年3月期の見通し

株主還元について
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ご清聴ありがとうございました。
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新光商事株式会社

取締役 正木 輝

企画室 内野 泰宏

Tel: 03-6361-8062

Fax: 03-5437-8481

E-mail: t-masaki@st.shinko-sj.co.jp

uchino@st.shinko-sj.co.jp

住所： 〒141-8540

東京都品川区大崎１-2-2

アートビレッジ大崎セントラルタワー13階

HP: http://www. shinko-sj.co.jp

連絡先連絡先


